
年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・聞 書 読

（１組：宮内） （２組：宮内） （３組：砂田） （４組：砂田） （５組：砂田） （６組：宮内）

国語 言語文化
国語 言語文化 2

言語文化

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付け
るとともに、我が国の言語文化に対する理解を
深めるようにする。

論理的に考える力と深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし、自分の思いや考えを広げたり深
めたりする中で、他者と伝え合う力を養うことがで
きるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深め、生涯にわたっ
て読書に親しむことで自己を向上させる。また
我が国の言語文化の担い手としての自覚をも
ち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする
態度を養う。

高等学校　言語文化　第一学習社

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 社会生活に必要な我が国の言葉について、その資質を理解し、適切に用いることができるようにする。

社会生活に必要な他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深め、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持つ。また生涯に
わたり国語を尊重し、その能力の向上を図る態度を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

思 態
配当
時数

１
学
期

古文の学習

【知識及び技能】
・言葉に文化の継承、発展、創造を
支える働きがあることを理解する。
・我が国の言語文化の特質について
文法的な側面から理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・我が国の言語文化についての理解
を深めるために、古典の世界に親し
むことの意義を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・これからの学習に見通しをもっ
て、我が国の言語文化に興味・関心
を深め、それを継承していくことに
ついて強く自覚をもつ。

・指導事項
・我が国の言語文化についての理解
を深めるために、古典の世界に親し
むことの意義を知る。
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び　技能】
・言葉の持つ文化の継承、発展、創造を支える
働きについて理解している。
・我が国の言語文化の特性について理解してい
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ 3

児のそら寝

【知識及び技能】
・本文中に登場する、我が国の言語
文化の語句・語彙の文化的背景を理
解し、語感を磨き語彙を豊かにす
る。
・古典を読むために必要な文語のき
まりや古典特有の表現、時間の経過
などによる言葉の変化について理解
を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の文章に慣れ親しむととも
に、現代に通じる話のおもしろさや
人間描写の巧みさを理解する。
・説話という文章の種類を踏まえ
て、内容や展開を正確に捉え、作品
に表れているものの見方や考え方を
捉え、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に説話を読み、互いに話の
おもしろさを伝え合う。

・指導事項
・古典の文章に慣れるとともに、現
代に通じる話のおもしろさや人間描
写の巧みさを知る。
・説話という文章の種類を踏まえ
て、内容や展開を的確に捉える。
・作品に表れているものの見方や考
え方を捉え、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・主として歴史的仮名遣いや古今異
義語について、学習し、文語のきま
りを理解する。
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・本文中に登場する、我が国の言語文化に見ら
れる特徴的な語句・語彙の文化的背景を理解
し、語感を磨き語彙を豊かにしている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや古典
特有の表現、時間の経過などによる言葉の変化
について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の文章に慣れ親しむとともに、現代に通
じる話のおもしろさや人間描写の巧みさを理解
している。
・説話という文章の種類を踏まえて、内容や展
開を正確に捉え、作品に表れているものの見方
や考え方を捉え、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に説話を読み、互いに話のおもしろさを
伝え合おうとしている。

○ ○ ○ 5

定期考査 ○ ○ 1

6

なよ竹のかぐや姫

【知識及び技能】
・本文中に登場する、我が国の言語
文化に見られる特徴的な語句・語彙
の文化的背景を理解し、語感を磨き
語彙を豊かにする。
・古典を読むために必要な文語のき
まりや古典特有の表現、時間の経過
などによる言葉の変化について理解
を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典特有の世界観に慣れ親しむと
ともに、千年以上前に作られた物語
が現代まで継承されていることを把
握する。
・作り物語という文章の種類を踏ま
えて、内容や展開を的確に捉え、作
品に表れているものの見方や考え方
を捉え、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
・初期仮名物語に積極的に親しみ、
学習課題に沿って伝奇性や心情描写
の特色を捉える。

・指導事項
・古典特有の世界観に慣れ親しむと
ともに、千年以上前に作られた物語
が現代まで継承されていることを知
る。
・伝奇的作り物語という文章の種類
を踏まえて、内容や展開を的確に捉
える。
・作品に表れているものの見方や考
え方を捉え、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・古語辞典の引き方に慣れ、主とし
て活用について、文語のきまりを理
解する。
・一人１台端末の活用

〇 〇

【知識及び技能】
・本文中に登場する、我が国の言語文化に見ら
れる特徴的な語句・語彙の文化的背景を理解
し、語感を磨き、語彙を豊かにしている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや古典
特有の表現、時間の経過などによる言葉の変化
について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典特有の世界観に慣れるとともに、千年以
上前に作られた物語が現代まで継承されている
ことを把握している。
・作り物語という文章の種類を踏まえて、内容
や展開を的確に捉え、作品に表れているものの
見方や考え方を捉え、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・初期仮名物語に積極的に親しみ、学習課題に
沿って伝奇性や心情描写の特色を捉えようとし
ている。

○ ○ ○



１
学
期

6

伊勢物語

【知識及び技能】
・本文中に登場する、我が国の言語
文化に見られる特徴的な語句・語彙
の文化的背景を理解し、語感を磨
き、語彙を豊かにする。
・古典を読むために必要な文語のき
まりや古典特有の表現、時間の経過
などによる言葉の変化について理解
を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・話の中で和歌が果たしている役割
を押さえ、歌物語の特徴と読み解き
方、鑑賞方法をを理解する。
・歌物語という文章の種類を踏まえ
て、内容や展開を的確に捉え、作品
に表れているものの見方や考え方を
捉え、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
・歌物語に積極的に親しみ、学習課
題に沿って和歌の果たす意味を捉え
る。

・指導事項
・話の中で和歌が果たしている役割
を押さえ、歌物語の特徴と読み解き
方を理解する。
・歌物語では感動の中心が歌にある
ことを理解し、内容や展開を的確に
捉える。
・作品に表れているものの見方や考
え方を捉え、内容を解釈する。
・「芥川」では絵画資料と、「筒井
筒」では『大和物語』の同話と、そ
れぞれ読み比べ、解釈を深める。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・「歴史の窓」と「筒井筒」の課題
を踏まえて、作品の歴史的・文化的
背景を理解する。
・主として用言の活用について、文
語のきまりを理解する。
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・本文中に登場する、我が国の言語文化に見ら
れる特徴的な語句・語彙の文化的背景を理解
し、語感を磨き、語彙を豊かにしている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや古典
特有の表現、時間の経過などによる言葉の変化
について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・話の中で和歌が果たしている役割を押さえ、
歌物語の特徴と読み解き方を理解している。
・歌物語という文章の種類を踏まえて、内容や
展開を的確に捉え、作品に表れているものの見
方や考え方を捉え、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・歌物語に親しみ、学習課題に沿って和歌の果
たす意味を捉えようとしている。

○ ○ ○ 10

なよ竹のかぐや姫

【知識及び技能】
・本文中に登場する、我が国の言語
文化に見られる特徴的な語句・語彙
の文化的背景を理解し、語感を磨き
語彙を豊かにする。
・古典を読むために必要な文語のき
まりや古典特有の表現、時間の経過
などによる言葉の変化について理解
を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典特有の世界観に慣れ親しむと
ともに、千年以上前に作られた物語
が現代まで継承されていることを把
握する。
・作り物語という文章の種類を踏ま
えて、内容や展開を的確に捉え、作
品に表れているものの見方や考え方
を捉え、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
・初期仮名物語に積極的に親しみ、
学習課題に沿って伝奇性や心情描写
の特色を捉える。

・指導事項
・古典特有の世界観に慣れ親しむと
ともに、千年以上前に作られた物語
が現代まで継承されていることを知
る。
・伝奇的作り物語という文章の種類
を踏まえて、内容や展開を的確に捉
える。
・作品に表れているものの見方や考
え方を捉え、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・古語辞典の引き方に慣れ、主とし
て活用について、文語のきまりを理
解する。
・一人１台端末の活用

〇 〇

【知識及び技能】
・本文中に登場する、我が国の言語文化に見ら
れる特徴的な語句・語彙の文化的背景を理解
し、語感を磨き、語彙を豊かにしている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや古典
特有の表現、時間の経過などによる言葉の変化
について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典特有の世界観に慣れるとともに、千年以
上前に作られた物語が現代まで継承されている
ことを把握している。
・作り物語という文章の種類を踏まえて、内容
や展開を的確に捉え、作品に表れているものの
見方や考え方を捉え、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・初期仮名物語に積極的に親しみ、学習課題に
沿って伝奇性や心情描写の特色を捉えようとし
ている。

○ ○ ○

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

徒然草

【知識及び技能】
・本文中に登場する、我が国の言語
文化に見られる特徴的な語句・語彙
の文化的背景を理解し、語感を磨
き、語彙を豊かにする。
・古典を読むために必要な文語のき
まりや古典特有の表現、時間の経過
などによる言葉の変化について理解
を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・作者の批評的精神が提示する事柄
を具体的に読み解く。
・随筆という文章の種類を踏まえ
て、内容や展開を的確に捉え、作品
に表れているものの見方や考え方を
捉え、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
・本文中に表れた作者の批評・教
訓・感動などを積極的に読み取り、
考えたことを伝え合う。

・指導事項
・『枕草子』とは異なる思索的な随
筆を読んで、作者の批判的精神が提
示する事柄を具体的に読み解く。
・さまざまな文体を駆使した随筆と
いう文章の種類を踏まえて、内容や
展開を的確に捉える。
・作品に表れているものの見方や考
え方を捉え、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・「歴史の窓」を活用し、作品の歴
史的・文化的背景を理解する。
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・本文中に登場する、我が国の言語文化に見ら
れる特徴的な語句・語彙の文化的背景を理解
し、語感を磨き、語彙を豊かにしている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや古典
特有の表現、時間の経過などによる言葉の変化
について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・作者の批評的精神が提示する事柄を具体的に
読み解いている。
・随筆という文章の種類を踏まえて、内容や展
開を的確に捉え、作品に表れているものの見方
や考え方を捉え、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・本文中に表れた作者の批評・教訓・感動など
を積極的に読み取り、考えたことを伝え合おう
としている。

○ ○ ○ 8

夢十夜　第1夜（夏目漱石）

【知識及び技能】
・本文中に登場する常用漢字や語
句・語彙、その文化的背景を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・「夢」という非日常性を持った世
界において、「自分」は何を判断の
根拠としているかを読み解く。
【学びに向かう力、人間性等】
・登場人物の行動や心理を粘り強く
読み解き、内容や展開を捉えようと
する。
・「夢」という設定の中での判断や
その根拠を捉え、内容及び作品世界
を解釈して説明しようとする。

・指導事項…「夢」という非日常性
を持った世界において、「自分」は
何を判断の根拠としているかを読み
解く。
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・本文中に登場する常用漢字や語句・語彙、そ
の文化的背景を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・「夢」という非日常性を持った世界におい
て、「自分」は何を判断の根拠としているかを
読み解いている。
【学びに向かう力、人間性等】
・登場人物の行動や心理を読み解き、内容や展
開を捉えようとしている。
・「夢」という設定の中での判断やその根拠を
捉え、内容及び作品世界を解釈して説明しよう
としている。

○ ○ ○ 5



２
学
期

定期考査
○ ○ 1

平家物語

【知識及び技能】
・本文中に登場する、我が国の言語
文化に見られる特徴的な語句・語彙
の文化的背景を理解し、語感を磨
き。語彙を豊かにする。
・古典を読むために必要な文語のき
まりや古典特有の表現、時間の経過
などによる言葉の変化について理解
を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・合戦を主題とした文学作品を読
み、争いを背景として生まれた思想
や人間のありようを理解する。
・軍記物語という文章の種類を踏ま
えて、内容や展開を的確に捉え、作
品に表れているものの見方や考え方
を捉え、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れている無常観を読み取
り、自分の考えを広げたり深めたり
する。

・指導事項
・合戦を主題とした文学作品を読
み、争いを背景として生まれた思想
や人間のありようを知る。
・軍記物語という文章の種類を踏ま
えて、内容や展開を的確に捉える。
・作品に表れている無常観や武士の
生き方を捉え、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・主として敬語について文語のきま
りを理解する。
・「古典のしるべ」と読み合わせ
て、歴史的な文体の変化について理
解する。
・一人１台端末の活用

〇

5

定期考査

【知識及び技能】
・本文中に登場する、我が国の言語文化に見ら
れる特徴的な語句・語彙の文化的背景を理解
し、語感を磨き、語彙を豊かにしている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや古典
特有の表現、時間の経過などによる言葉の変化
について理解を深めている。

○ ○ ○ 9

漢文の学習

【知識及び技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創
造を支える働きがあることを理解す
る。
・我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
我が国の言語文化についての理解を
深めるために、古典としての漢文を
読むことの意義を理解する。
　【学びに向かう力、人間性等】
これからの学習に見通しをもって、
我が国の言語文化に大きな影響を与
えた漢文に興味・関心を深める。

・指導事項
・我が国の言語文化についての理解
を深めるために、古典としての漢文
を読むことの意義を知る。
・我が国の文化と外国の文化との関
係について理解する。
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える
働きがあることを理解している。
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外
国の文化との関係について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
我が国の言語文化についての理解を深めるため
に、古典としての漢文を読むことの意義を理解
している。
【学びに向かう力、人間性等】
これからの学習に見通しをもって、我が国の言
語文化に大きな影響を与えた漢文に興味・関心
を深めている。

○ ○ ○

〇

【知識及び技能】
・我が国の言語文化に見られる特徴的な語句の
量を増し、語感を磨き、語彙を豊かにする。
・古典の世界に親しむために、古典を読むため
に必要な訓読のきまり、古典特有の表現などに
ついて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢文を訓読するための基礎知識として、返り
点の種類と使い方、助字のはたらきと意味、再
読文字の種類と読み方を習得する。
【学びに向かう力、人間性等】
これからの学習に見通しをもって、漢文訓読の
基礎知識を積極的に身につける。

○ ○ ○

３
学
期

 訓読に親しむ

【知識及び技能】
・我が国の言語文化に見られる特徴
的な語句の量を増し、語感を磨き、
語彙を豊かにする。
・古典の世界に親しむために、古典
を読むために必要な訓読のきまり、
古典特有の表現などについて理解を
深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢文を訓読するための基礎知識と
して、返り点の種類と使い方、助字
のはたらきと意味、再読文字の種類
と読み方を習得する。
　【学びに向かう力、人間性等】
・これからの学習に見通しをもっ
て、漢文訓読の基礎知識を積極的に
身につける。

・指導事項
・漢文を訓読するための基礎知識と
して、返り点の種類と使い方を習得
する。
・漢文を訓読するための基礎知識と
して、助字のはたらきと意味を習得
する。
・漢文を訓読するための基礎知識と
して、再読文字の種類と読み方を習
得する。
・故事成語や格言に多く触れること
により、語句の量を増やし、語彙を
豊かにする。
・訓読のきまりを理解する。
・一人１台端末の活用

夢十夜　第1夜（夏目漱石）

【知識及び技能】
・本文中に登場する常用漢字や語
句・語彙、その文化的背景を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・「夢」という非日常性を持った世
界において、「自分」は何を判断の
根拠としているかを読み解く。
【学びに向かう力、人間性等】
・登場人物の行動や心理を粘り強く
読み解き、内容や展開を捉えようと
する。
・「夢」という設定の中での判断や
その根拠を捉え、内容及び作品世界
を解釈して説明しようとする。

・指導事項…「夢」という非日常性
を持った世界において、「自分」は
何を判断の根拠としているかを読み
解く。
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・本文中に登場する常用漢字や語句・語彙、そ
の文化的背景を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・「夢」という非日常性を持った世界におい
て、「自分」は何を判断の根拠としているかを
読み解いている。
【学びに向かう力、人間性等】
・登場人物の行動や心理を読み解き、内容や展
開を捉えようとしている。
・「夢」という設定の中での判断やその根拠を
捉え、内容及び作品世界を解釈して説明しよう
としている。

○ ○ ○ 5

6

○ ○ 1



○ ○ 1

３
学
期

狐借虎威 　蛇足

【知識及び技能】
・我が国の言語文化に見られる特徴
的な語句の量を増し、語感を磨き、
語彙を豊かにする。
・我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢文の訓読に慣れるとともに、現
在使われている言葉が漢文に由来す
ることを理解する。
　【学びに向かう力、人間性等】
・故事成語の由来となった話を積極
的に読み、わかった内容を工夫して
まとめ、発表する。

・指導事項
・漢文の訓読に慣れるとともに、現
在使われている言葉が漢文に由来す
ることを知る。
・文章の種類を踏まえて、たとえ話
を読み解き、内容や展開を的確に捉
える。
・作品に表れているものの見方や考
え方を捉え、内容を解釈する。
・作品の歴史的・文化的背景を理解
する。
・訓読のきまりを理解する。
・故事成語の由来となった話を読
み、古典の言葉と現代の言葉とのつ
ながりについて理解する。
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増
し、語感を磨き語彙を豊かにしている。
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外
国の文化との関係について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢文の訓読に慣れるとともに、現在使われて
いる言葉が漢文に由来することを理解してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
故事成語の由来となった話を積極的に読み、わ
かった内容を工夫してまとめ、発表しようとし
ている。

○ ○ ○ 8

定期考査


